































Educational Guidance to Support Sustained Skill Learning：
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習熟度 習熟度値 合格文字数 1ミスあたりの
減点数 教材種別
A 1 220 1  4 級 
B 2 300 1  3 級 
C 3 380 1  3 級 
D 4 420 3  準 2級 
E 5 480 3  準 2級 
F 6 530 3  2 級 
G 7 580 3  2 級 
H 8 600 5  準 1級 
I 9 650 5  準 1級 
J 10 700 5  1 級 
K 11 750 5  1 級 
L 12 800 5  初 段 
M 13 850 5  初 段 
N 14 900 5  初 段 
O 15 950 6  達 人 
P 16 1000 6  達 人 
Q 17 1080 6  達 人 
R 18 1160 8  達 人 
S 19 1240 8  達 人 
T 20 1320 8  達 人 
U 21 1400 10  達 人 
V 22 1500 10  達 人 
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図６　習熟度変化と増加文字数の分布（前期）
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２．クラス全体の学習履歴情報の提示
（１）学習成果
　前期は、学習履歴情報を毎週提示しているが、それについて、「励みになる」と回答した者
は73名（80.2％）、「どちらでもない」は７名（7.7％）、「励みにならない」は３名（3.3％）、無
回答は８名（8.8％）である。
　学習履歴情報を毎週提示されることについて、「励みになる」と「それ以外」の２つのグルー
プに分類し、学習回数、習熟度、有効文字数において分析を行った。前期学習回数の平均は「励
みになる」と回答した者は80.5回、「それ以外」は72.2回である。学習回数においては２つのグルー
プ間に差異は認められない（p＝0.316）。習熟度変化（前期）の平均は「励みになる」は4.3上昇し、
「それ以外」は4.6上昇した。習熟度においては、２つのグループ間に差異は認められない（p
＝0.919）。有効文字数においても初回判定時の有効文字数と前期最終判定時の有効文字数の差
を比較した結果「励みになる」は平均228.8文字増加し、「それ以外」は250.3文字増加した。２
つのグループ間に差異は認められない（p＝0.643）。
　前期に授業外学習のルールを学び、後期も同様の指導をしたこと、学習履歴情報を提示する
ことは学習回数や習熟度、有効文字数などの学習成果に影響を与えていないことから、後期は
自律的に学習するよう、あえて学習履歴情報の提示は行っていない。前期と同様に「励みにな
る」と「それ以外」の２つのグループに分類し、学習回数、習熟度、有効文字数において分析
を行った。学習履歴情報の提示について前期に「励みになる」と回答していたグループの後期
の学習回数の平均は49.1回、「それ以外」が32.3回であるが、２つのグループ間に差異は認めら
れない（p=0.195）。後期の習熟度変化の平均は、「励みになる」が0.88、「それ以外」は0.67で
あり、２つのグループ間に差異は認められない（p=0.702）。同様に有効文字数においても「励
みになる」が平均30.2文字、「それ以外」は22.3文字増加であり、２つのグループ間に差異は認
められない（p=0.788）。
（２）提示に対する学習への意識付け
　第２回目のアンケートで毎週学習履歴情報を提示されることについて、「励みになる」と回
答した学習者が多いが、そのほかにどのような印象を持っているか分析した。①自分の学習状
況を人と比較できてよい（29名：31.9％）、②人と自分の学習状況を比較する必要はない（３名：
3.3％）、③プレッシャーになるのでやめてほしい（６名：6.6％）、④自分の目標を設定するた
めの指標になってよい（24名：26.4％）である。「励みになる」と回答した学習者の中に②人
と自分の学習状況を比較する必要はない（２名）、③プレッシャーになるのでやめてほしい（３
名）と回答した者がいたり、「それ以外」の回答をした学習者の中に①自分の学習状況を人と
比較できてよい（５名）、④自分の目標を設定するための指標になってよい（１名）と回答し
た者がいたりする。提示することにより学習の励みになるかどうかは提示そのものの評価とは
一致しない部分が見受けられる。「励みになる」と回答した者のうち37名(50.7％)は①自分の学
習状況を人と比較できてよいとも④自分の目標設定の指標になってよいとも感じていない。上
記２つの肯定的な意見の方が②人と自分の学習状況を比較する必要はない、③プレッシャーに
なるのでやめてほしいという否定的な意見より多かった。しかし、９名（9.9％）は学習履歴
情報の提示について懐疑的な意見を持っているため、十分検討する必要がある。
（３）提示しないことの影響
　前期に比べ後期の学習回数が非常に少なくなった。学習指導の変化としては学習履歴情報を
提示しなくなったことのみである。１人あたり１週間の平均学習回数は前期は7.2回、後期は3.3
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回である。２つの母平均の差を検定した結果、前期と後期の学習回数の平均に差異が認められ
た（p＜0.01）。学習履歴情報を提示しないことは学習回数に影響を与えた。
考　察
　週３回以上の学習を毎週続けた学習者は、そうでない学習者と比較し、有効文字数の増加が
みられた。特に、後期の結果から、週３回以上の学習を継続しなかった学習者の中には習熟度
の下降や有効文字数の減少がみられ、学習の継続が重要であることがわかる。学習を継続して
いる学習者は教員が指示した回数にとらわれることなく自律的に学習が進んでいると考えら
れ、学習回数も多い。習熟度においては「毎週実行」と「それ以外」では差異は認められなかっ
たが、表１で示すように習熟度の合格文字数は一定数で増加していないためと考えられる。
　タイピング学習は決められた時間内にどれだけ正確に文字を入力することができるようにな
るかが学習成果である。練習システムと管理システムを利用することで、学習の終了と同時に
現在の技能を有効文字数という数値で確認ができる。また、習熟度の変化が視覚的に表示され
ることについては学習の励みとなる学習者が多く、自主的な学習へつなげる要因となっている。
　前期必修科目において学習履歴情報を提示したが、それは学習回数や学習成果に影響を与え
ていないことから、自律的な学習が進み、学習習慣を身につけたと考えられる。また、習熟度
の上昇という学習成果を得た。しかし、後期は教員の情報提示がなくなることで学習の継続が
困難になるという現象が起こった。学習をしていない事実を突きつけられることがなくなった
こと、他者と比較して自分の学習の評価をしなくてよくなったことなどにより外発的動機づけ
が消滅してしまったことで学習の停滞が起こったと考えられる。学習履歴情報の提示は「励み
になる」と答える学習者が多いものの、それは学習回数や習熟度、有効文字数に影響を与えて
はいない。しかし、学習履歴情報を提示しないことは学習回数の低下に影響を与えるという結
果が出た。前期に比べて後期の方が学習回数が増加した学習者は「友達のほうがタイピングが
速くて追いつこうとした」「少し両手で打つのに慣れたから」という理由を挙げている。自分
で目標を設定し、達成に向けて努力したり、学習成果の向上という達成感があったりすると持
続的な学習につながっていると推測される。減少した学習者は「前期より忙しくなったため、
怠ってしまった」「前期に比べ時間がなかった」「空き時間にやるべきことが多くなった」「空
き時間を作ることができなかった」という理由を挙げている。ほとんどの学習者が「練習シス
テムを利用する時間がない」と述べているが、１週間あたりの学習時間が少ないことは前述の
とおりである。
　指示された学習回数を守るという目標は、学習履歴情報を提示するという学習指導法の下で
は達成しやすいが、自ら計画を立て、主体的に学習することは困難であった。学習回数だけで
なく、どれだけ上達したいかという目標を立て、目標達成に向けて学習できるような学習指導
法を検討する必要がある。学習成果は有効文字数や習熟度という数値・記号であらわされるた
め、達成までの難易度を判断しやすい。目標達成に向けて努力することで、意欲を行動につな
げられるような指導法が今後も必要となる。
　今回の報告では学習の継続と、履歴情報の提示が与える影響を分析した。今後は学習者が自
身の学習についてどのように考えているか、また、学内で受験しているワープロ検定の受験級
と合格率などを比較しながら学習指導法についてさらに分析する予定である。
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要　約
　意欲のある学習者と意欲に欠ける学習者の二極化が進み、学習習慣が身についていない学習
者も大学に入学できるようになってきた。学習の質の保証が求められている大学において、主
体的に学習ができる環境を整える必要がある。著者らは授業と授業外を連動した学習を可能と
した日本語入力練習システムとその履歴情報を管理する学習履歴情報管理システムを開発し、
これを運用して、PCの利用に必要とされるタイピング学習をとおして持続的な学習を可能と
する学習指導法について検討した。継続した学習が学習成果に効果的であるが、身についたと
考えられる学習習慣も外発的動機づけがなくなるとたやすく崩壊してしまうことが明らかに
なった。学習が自分のためであると考え達成目標を追求できる学習者にとっては外発的動機づ
けがなくなっても継続した学習ができるようになった。
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